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八

高
齢
者
の
福
祉
そ
の
他
の
福
祉
の
増
進
に
関
す
る
事
項

九

医
療
の
確
保
等
に
関
す
る
事
項

第
四
条
第
三
項
中
「
平
成
二
十
一
年
度
」
を
「
平
成
二
十
六
年
度
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
と
き
は
」
の
下

に
「
、
次
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
が
あ
つ
た
場
合
を
除
き
」
を
加
え
、
同
条
第
八
項
中
「
第
四
項
」
の
下
に
「
及
び

第
七
項
」
を
加
え
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
項
中
「
と
き
は
、
次
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
が
あ
つ
た
場
合
を
除
き
」
と
あ
る
の

は
「
と
き
は
」
と
、
第
七
項
及
び
第
八
項
中
「
第
四
項
又
は
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
項
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

第
四
条
第
八
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
公
表
す
る
よ
う

努
め
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中

「
前
項
」
を
「
第
四
項
又
は
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加

え
る
。

５

小
笠
原
村
は
、
振
興
開
発
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
東
京
都
に
対
し
、
振
興
開
発
計
画
を
定
め

る
こ
と
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
振
興
開
発
計
画
の
案
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

６

前
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
が
あ
つ
た
と
き
は
、
東
京
都
は
、
速
や
か
に
、
振
興
開
発
計
画
を
定
め
る
よ
う
努
め

る
も
の
と
す
る
。

７

小
笠
原
村
は
、
第
四
項
又
は
第
五
項
の
案
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
住
民
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条
を
第
六
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。

第
二
節

振
興
開
発
計
画
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
措
置

第
三
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
国
土
交
通
大
臣
は
」
の
下
に
「
、
第
二
条
の
基
本
理
念
に
の
つ
と

り
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
三
号
中
「
整
備
」
の
下
に
「
、
人
の
往
来
並
び
に
物
資
の
流
通
及
び
廃
棄
物
の
運
搬

（
以
下
「
人
の
往
来
等
」
と
い
う
。）に
要
す
る
費
用
の
低
廉
化
そ
の
他
の
小
笠
原
諸
島
以
外
の
本
邦
の
地
域
と
小
笠

原
諸
島
及
び
小
笠
原
諸
島
内
の
交
通
通
信
の
確
保
」
を
加
え
、
同
項
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五

雇
用
機
会
の
拡
充
、
職
業
能
力
の
開
発
そ
の
他
の
就
業
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

第
三
条
第
二
項
中
第
十
三
号
を
第
十
八
号
と
し
、
第
十
二
号
を
第
十
七
号
と
し
、
同
項
第
十
一
号
中
「
人
材
の
」

の
下
に
「
確
保
及
び
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
十
六
号
と
し
、
同
項
中
第
十
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
九
号
を
第

十
四
号
と
し
、
同
項
第
八
号
中
「
振
興
」
の
下
に「（
子
ど
も
の
修
学
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
の
支
援
を
含
む
。
次

条
第
二
項
第
十
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
七
号
を
同
項
第
十
二
号

と
し
、
同
項
第
六
号
中
「
及
び
」
の
下
に
「
再
生
並
び
に
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

十
一

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
（
太
陽
光
、
風
力
そ
の
他
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
う
ち
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

し
て
永
続
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
利
用
そ
の
他
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
供
給
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

第
三
条
第
二
項
第
五
号
の
次
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。

六

住
宅
及
び
生
活
環
境
の
整
備
（
廃
棄
物
の
減
量
そ
の
他
そ
の
適
正
な
処
理
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）に
関
す
る

基
本
的
な
事
項

七

保
健
衛
生
の
向
上
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

八

高
齢
者
の
福
祉
そ
の
他
の
福
祉
の
増
進
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

九

医
療
の
確
保
等
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

第
三
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
平
成
二
十
一
年
度
」
を
「
平
成
二
十
六
年
度
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
三
項
と
し
、
同
条
中
第
五
項
を
第
四
項
と
し
、
第
六
項
を
第
五
項
と
し
、
第
七
項
を
第
六
項
と
し
、
同
条
を
第

五
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。

第
一
節

基
本
方
針

第
一
章
中
第
二
条
を
第
四
条
と
し
、
第
一
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
基
本
理
念
）

第
二
条

小
笠
原
諸
島
の
振
興
開
発
の
た
め
の
施
策
は
、
小
笠
原
諸
島
が
我
が
国
の
領
域
、
排
他
的
経
済
水
域
及
び

大
陸
棚
の
保
全
、
海
洋
資
源
の
利
用
、
多
様
な
文
化
の
継
承
、
自
然
環
境
の
保
全
、
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
場
及

び
機
会
の
提
供
、
食
料
の
安
定
的
な
供
給
そ
の
他
の
我
が
国
及
び
国
民
の
利
益
の
保
護
及
び
増
進
に
重
要
な
役
割

を
担
つ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
そ
の
役
割
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
小
笠
原
諸
島
の
地
理
的
及
び
自
然
的
特

性
を
生
か
し
、
そ
の
魅
力
の
増
進
に
資
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
講
ぜ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）

第
三
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
前
条
の
基
本
理
念
に
の
つ
と
り
、
小
笠
原
諸
島
の
振
興
開
発
の
た
め
に
必
要

な
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

本
則
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
五
章

罰
則

第
五
十
二
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
十
七
条
第
六
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

二

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
小
笠
原
諸
島
特
例
通
訳
案
内
士
の
登
録
を
受
け
た
者

三

第
十
七
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
業
務
の
停
止
の

処
分
に
違
反
し
た
者

第
五
十
三
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
十
七
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
三
十
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

二

第
十
七
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚

偽
の
報
告
を
し
た
者

三

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
同
項
の
標
識
を
掲
示
し
な
か
つ
た
者

四

第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
て
同
項
各
号
の
標
識
を
掲
示
し
た
者

五

第
十
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者

第
五
十
四
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は

人
の
業
務
に
関
し
、
前
条
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ

の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
も
同
条
の
刑
を
科
す
る
。

第
五
十
五
条

第
十
七
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
団
体
が
同
項
の
規
定

に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
団
体
の
代
表
者
又
は
管
理
者
を
三
十
万
円
以
下

の
過
料
に
処
す
る
。

第
五
十
六
条

第
十
七
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
二
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に

違
反
し
た
者
は
、
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

附
則
第
二
項
中
「
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
た
だ

し
書
中
「
平
成
二
十
六
年
度
」
を
「
平
成
三
十
一
年
度
」
に
、「
第
六
条
」
を
「
第
七
条
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
項
中
「
第
十
五
条
」
を
「
第
四
十
一
条
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
項
中
「
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
第
十
六
条
第
一

項
」
を
「
第
四
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
項
中
「
第
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
六
項
中
「
平
成
二
十
六
年
分
」
を
「
平
成
三
十
一
年
分
」
に
改
め
る
。

附
則
第
七
項
中
「
第
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

（
こ
の
法
律
の
失
効
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
）

８

こ
の
法
律
の
失
効
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
は
、
附
則
第
二
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
日
後
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別

措
置
法
附
則
第
一
項
の
改
正
規
定
及
び
第
二
条
中
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
附
則
第
二
項
本
文
の
改
正
規

定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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